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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

前十字靱帯（ACL）再建術によって膝関節の前方不安定性は改善するものの，長期予

後として変形性膝関節症が発生することがある。我々は ACL 再建術によって内側半月板

（MM）の位置や大きさが変化すると推測している。本研究の目的は，ACL 再建術前後に

おける MM の位置や大きさを調査することである。ACL 再建膝 28 膝と正常膝 27 膝を調

査した。単純 X 線で内側脛骨プラトー前後径（MTPL）と内側脛骨プラトー横径（MTPW）

を測定，MRI で MM 前後径（MML），横径（MMW）と逸脱（MME）を計測し，術前後および

正常膝との比較を行った。術後の MML，％MML，MME が術前および正常膝と比較して有意

に増加していた。MMW，%MMW は同等であった。ACL 再建術によって MM の位置や大きさが

変化することは，将来的な変形性膝関節症を引き起こす原因となる可能性がある。 
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